
北海道の取組②

■市町村・振興局を対象とした実務者研修会の実施（３ブロックで開催）R3.12月
道独自で実施する、市町村・振興局の地域おこし協力隊担当職員を対象としたオンライン研修会
の実施。募集・採用や隊員とのコミュニケーションなどの課題解決を主な目的に開催。

■地域おこし協力隊全道交流会・個別相談会の実施 R４.２月
全道の地域おこし協力隊を対象としたオンライン研修会・個別相談会を開催。

研修会・交流会・個別相談会の開催



令和３年度の主な取組
■市町村・振興局を対象とした実務者研修会の実施

協力隊制度の効果的な運用・活用の促進に向けて、募集・採用や隊員とのコミュニケーションなどに

関する諸課題を少しでも解消するため、実務担当者（市町村・振興局）を対象とした研修会を、国や

関係機関の研修会とは別に、道独自で道内３ブロックでの研修会を開催。

令和３年12月15日（水）13:30～16:30

Ａブロック 空知 石狩 上川 留萌 宗谷

令和３年12月16日（木）13:30～16:30

Ｂブロック 後志 胆振 日高 渡島 檜山

令和３年12月17日（金）13:30～16:30

Ｃブロック 十勝 オホーツク 釧路 根室

■対象：各市町村及び各振興局の地域おこし協力隊担当者

プログラム

■北海道からの現状報告・取組説明

■振興局から情報提供(振興局)

■講義

地域おこし協力隊の意義、受入れ環境

のつくり方(サポートデスク専門相談員）

■市町村の取組～事例発表＆意見交換～

令和４年度も、総務省や関係機関の研修の見込みを踏まえ、テーマ等を検討しながら引き続き実施予定。

39名31市町村

50名31市町村

40名26市町村



令和３年度の主な取組
■「元気なふるさとづくり交流大会・個別相談会」の実施

地域おこし協力隊員はじめ地域づくり関係者の効果的な活動に向けて、情報共有や連携の強化、ネット

ワークづくりを図るため、担い手育成・人材交流に関する講演や事例発表を行う交流会とともに、今後

の活動や起業等を支援する個別相談会を開催する。

■大会名：ほっかいどう元気なふるさとづくり交流大会

■日 時：令和４年２月16日(水) 13:00～17:20

■対 象：地域おこし協力隊、自治体職員、道内集落関係者ほか

■プログラム
1）講義 西塔大海氏 「人口急減×感染症時代の地域づくり 知っておきたい５つのポイント」

２）地域づくりリレートーク （３つの事例発表+意見交換）

３）ふるさとづくり個別相談会

有識者・支援機関・金融機関などからアドバイスを受けることができる個別相談会

◇ AM11:00より、地域おこし協力隊員向けのショート研修会を開催

■開催方式 ZOOMによるオンライン開催

令和４年度は、地域おこし協力隊の隊員向け研修会として、対面式及び内容を充実した形で開催を検討。

振興局単位・エリア単位での隊員向け研修会・交流会の充実も検討（R３は道内で５回開催）



北海道の取組③

ネットワーク化に向けた支援

道内では、隊員数や活用自治体の増加に伴い活動内容やミッションも多様化。行政だけで
はなく、OBOG・地域関係者によるフォローアップが求められているほか、自治体間が遠
く分散型の地域特性からも孤立をしないコミュ二ティづくりが重要です。こうした背景を
踏まえ、道では、多様な主体によるネットワーク化に向けた支援に取り組みます。



地域おこし協力隊のネットワーク化

〇 オホーツク地域おこし協力隊連絡会（2019.4.1設立）

〇 留萌管内地域おこし協力隊ネットワーク（2020.7.21設立）

〇 きた北海道協力隊ネットワーク（2017.5.1設立）

〇 （仮）ニセコ町地域おこし協力隊ネットワーク（今後予定）

〇 栗山町グロースハックプロジェクト（2020.4.1設立）

現状

OBOG隊員

隊員

隊員

OBOG隊員

OBOG隊員 自治体

■地域おこし協力隊のネットワークづくり

自治体とのコミュニケーション不足解消や、隊員が孤立しないためのコミュニティづくりな

どの課題に対し、地域の実情に沿ったサポートを行うため、「各地域」での現役・OBOGの

ネットワーク化の展開を支援。

考え方等

新たなネットワーク化に
向けた支援・必要な調整

既存ネットワーク組織
の取組支援・連携促進

ネットワーク化の促進に
向けた情報提供

※「地域おこし協力隊OBOGネットワークづくり推進事業」の活用も検討

ネットワーク化に向けた動き、ネットワークの取組支援の要望などがありましたらご相談ください。



そのほか企業と連携した取組

北海道では、定住・定着に向けた制度などのサポート情報の提供や、研修会・交流会等
を通じたバックアップを行なっています。そのほか、地域おこし協力隊の皆様の支援に
向けて、企業と連携した取組の一例をご紹介します。

定住・定着に向けた支援



令和３年度の主な取組
■北洋銀行の地域おこし協力隊任期満了者向け住宅ローン取扱開始へのPR等の協力

R３.９月に北洋銀行が、道との包括連携
協定の一環として、地域おこし協力隊の任
期満了者をはじめ移住者を対象とした金
利を優遇する「ほくようテレワーク・移住応
援プラン」の取り扱いを開始。

道としては、協力隊任期満了者の定住促
進を図るため、メールマガジンなどで周知。

協力・支援

協力隊任期満了者の定着に向けた支援の一つとしてＰＲしています。


